
























 本研究では，第 1 章と第 2 章で糸魚川-静岡構造線活断層系（以下，糸静線）
を対象に，完新世の活動が活発で断層活動が詳細に明らかにされている活断層
を対象に花粉分析を行い，花粉組成変動が断層活動イベントおよび地形変化に





























 第 3 章では，邑知潟断層帯石動山断層（邑知潟平野）のボーリングコア試料



















W グループと D グループの同時で逆方向の急激な変動がしばしば認められる
ことが明らかになった．このことから，花粉分類群を類型化して整理すること
によって見出された花粉イベントは断層活動が堆積環境に及ぼした影響を検討
するのに適した指標となる可能性がある．花粉イベントを含めた花粉分析デー
タは，急激で局地的な環境変化を伴う断層活動の検討に利用できると考えられ
る．さらに，花粉組成の短時間の変動を読み取ることで，断層活動イベントの
年代をより限定できる可能性が示唆された． 
 本研究では，活動が詳しく検討されている活断層の近傍で，断層活動に伴う
環境変化が花粉組成に与える影響を明らかにした．断層活動が引き起こしたき
わめて狭い範囲における排水不良や湿地の形成に起因する環境変化を花粉化石
群集が記録しており，気候変動とは異なる花粉組成変動を花粉イベントとして
抽出することができた．花粉イベントは類型化された分類群の特徴的な変動か
ら認定できることが明らかになり，地域による植生の違いを克服できる可能性
がある．これまで地質学的手法のみで断層活動を検討することが困難であった
地域の変動履歴を解明できるようになることは，断層活動を検討する上できわ
めて重要である．花粉イベントを読み解くことにより，これまでに明らかにさ
れている活断層をさらに客観的・正確に評価することができると期待される． 
